
 

三原市立糸崎小学校

改善方策

    9 月 ２月
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・NRT、全国学力学習状況調
査(偏差値51以上)の数値結
果
・学期末テスト（８０点以上）
国語科、算数科における知
識・技能、思考・判断、活用力

８0％以上 75.0% 93% B

・学習アンケート
「学び（考えること）がおもしろい」
の関連項目について肯定的評価
をしている児童の割合

８５％以上 90.0% 105% A

・学習アンケート
「比べて聞く」「結論先行、理
由をつけて説明する」の関連
項目について肯定的評価をし
ている児童の割合

８５％以上 85% 100% A

・学習アンケート
学びポートフォリオ（キャリア
ログ・学びの成果物）で自分
の学びを振返り、自分の成長
や課題がわかる児童の割合 ９０%以上 94% 104% A

・学びポートフォリオや三者懇談会で、自分の
成長や課題把握につながっている児童が９４．
５％と高かった。
・昨年度からの自分の学びを振り返る活動が
少しずつ定着し、自分の成長や課題を自分で
みつけることができている児童が多くなってい
る。

・学びポートフォリオや三者懇談の中
で、目標に対して、自分がどのように
活動したり、学習したりするか、自分で
考えて表現できるようにしていく。
・自分が目標を達成するために、どの
ように行動していくか、ゴールイメージ
を持たせる工夫を行っていく。

5

◎教科学習と
レジリエンスに
関わる研修を
推進する。

・教職員の学期ごとアンケート
９０％以上 100% 100% A

・研修は予定通り進めている。つながりや自己
肯定感を高めたり、児童同士の学びの中で相
手の良さや自分の良さに気付けたりできるよう
な指導方法を研修した。教職員は自分たちの
学級の中のつながりや関わり合いを意識した
指導を行っている。

・児童がしんどいときにどのように乗り
越えるのか、意識や方法を育てるため
の指導ができるように研修を行ってい
く。周りの助けや自分の心がけなどを
意識させるための指導を行っていく。

5

◎自己決定の
場、振り返りの場
を保障して、糸
小ギネス等を通
して友達とつな
がり、挑戦する
子どもを育てる。

・自分のことアンケート
自尊感情の項目　６　１３
自己効力感の項目　１７
回復力の項目　２２　２４につい
て、肯定的評価をしている児童の
割合

８５％以上 80% 94% B

・項目6、13、17、22、24の平均達成率は79.8％
で目標を下回った。「みんなの役に立ってい
る」と「正しいと思うことをはっきり言える」の自
尊感情に関わる項目は80％以下だった。学級
ギネスの達成に向けて個人の目標を設定を
し、振り返ることで学級のために自分にできる
ことを考える活動を行っている。

・今後も学級ギネスの達成に向けた取
り組みを継続していく。さらに、相互評
価も取り入れることで、役に立ってい
るという実感がもてるようにしていく。
・自分が役立っていると実感がもてる
ように、お互いの良さを認め合うことや
足りないところを励まし合う活動を設
定し、自己の振り返りの時間を増や
す。
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教職員の働き
方改革を推進
する。

◎学校における
組織マネジメント
を確立し、業務
改善を推進す
る。

・在校時間（外）が月35時間
以下の職員数の割合

８５％以上 86% 101% A

・時間外勤務時間が月35時間以下の職
員の割合は86％で、目標を上回った。業
務改善として、効率的なスケジュール管理
等対策の一定の成果として考えられる。
半面、持ち帰りの仕事が増えており、さら
なる対策を考える必要がある。

成績処理等の時間を確保し、持ち
帰りの仕事を少なくしていきたい。
また、職員同士で業務改善の方法
を交流し、共通認識をもって取り
組んでいく。
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・教職員のはたらき方改革が
少しずつ進んでいます。教職
員相互の人間関係が和やかで
あることを願っています。
・中学校でも持ち帰り仕事が課
題となっています。成績処理日
を設定するなどの取組は良い
と思います。

90%

保
健
体
育
部

総
務
部

教
育
研
究
部

教
育
研
究
部

105% A

・体を動かすことが好き・やや好きと回答
した児童は89.７％で目標を上回った。し
かし男子97.2％女子81.9％であり男女差
があることが課題である。また、シャトルラ
ンや水泳、Jタイムでの５分完走を糸小ギ
ネスの目標に掲げ、学級で達成にむけて
前向きに取り組んでいる。

・NRTの本年度の全体の偏差値平均は、国語が昨年度
51に対し、本年度52.1であった。算数は、昨年度51.6に
対し、今年度は52.1であった。理科は、昨年度51.6に対
し、本年度は50.2であった。国語・算数・理科をまとめて
の偏差値平均は、昨年度51.2に対し、本年度は50.8で
あった。よって、前年度の数値結果を上回ったのは、２学
年のみであった。全国学力テストについては、前年度の
正答率を国語と算数どちらも上回っていた。
・国語科、算数科における数値結果は、８０点以上到達
した児童の割合が８０％到達した学年は、国語科では６
学年中４学年、算数科では６学年中５学年であった。
・学習アンケートについては、「考えることがおもしろい」
と肯定的に評価した児童は９０％であり、学ぶことがおも
しろいと感じている児童が多いことが分かった。
・学習アンケートでは、「比べて聞く」に肯定的評価をして
いる児童の割合は７８％、「結論先行、理由をつけて説
明する」に肯定的評価をしている児童の割合は９２％で
あった。理由づけて説明することが苦手な児童が多いこ
とが分かる。

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標 ｆ　評価項目・指標ｅ　目標達成のための方策
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◎自分で決
め、学びに向
かって挑戦し続
ける「深い学
び」をファシリ
テートする授業
づくりを推進す
る。

＜糸崎小版学
びあい＞
・必然性のある
発問
・子ども主体の
学び
・対話による伝
え合い
・ルーブリック
共有
・思考ツール
・キャリア教育
の視点

①精選し、効率化した授業内容の創造
・毎時間のねらいを原則1点にしぼる。

・パフォーマンス課題を作成・実施して子ど
も自らが動き出すような「深い学び」をファシ
リテートする授業をつくる。

・多様な学びを選ぶことができる環境づくり
を行う。

・書く、話す、聞く、描く、ICT機器を活用、思
考スキル活用によるアウトプット主導の伝え
合い活動を保障する。

・めあてに対して視点を明確にした振返りを
保障する。

◎自らのレジリエンスや学級経営にか
かわる研修を月１回以上設定する。
・教職員同士の連携やつながりおよび
安定した学習集団育成の意欲を高め
る。

主体性・積極
性を育て、子
ども主体とな
る授業づくり
を進める。 ②学びポートフォリオ（キャリアログ、各

教科の学びの成果物）をもとに自らの学
びを再構築する。
・日々の学びの振返り、友達との相互評
価、担任との対話を積み重ねる。

・三者懇談会で学びの成果と課題、克
服について具体物を見せながら言葉で

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成

ａ　学校教育目標

＜市教育委員会教育基本理念＞
「志を抱き,その実現に向けて考え，行動できる未来の創り手の育成」
＜これからの三原市の学び＞
「教える学びから全ての子供が自ら考え行動する学び」
　　　　　～子供同士の学び合いの充実～

＜糸崎小学校教育目標＞
「学び　つながり　挑戦する子ども」
 ―地域を支え　世界で活躍する姿をめざして―」

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　　郷土に誇りをもち，自ら考え，判断し，決断して行動できる児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　自分で決めて挑戦し，共に学び合う「知・徳・体」の調和のとれた糸崎っ子を育成する。
【求められる教職員像】
　　自己成長に努め，協働し，自らチーム糸崎小の一員として創造的に職務を果たしていく教職員

評価計画 自己評価 学校関係者評価

令和５年度　　学校評価表 （　中間 ・ 最終　）
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l   評 価
担当

校番（２）

協働し、挑戦
し、自分の役
割を果たす中
で、豊かな人
間性や体力を
培う。

①糸小ギネスに全員が挑戦する。
・期間を決め、行事等との関連から必然
性を持たせた取組とする。

・集団目標とその目標を皆で達成するた
めの個人目標を決めて取り組む。

・自己決定と振返りの充実を図る。

◎自己決定の
場、振り返りの場
を保障して、Jタ
イムや糸小ギネ
スと関連づけた
体力づくりを推進
する。

①業務改善委員会で改善方策を検討
し、実施する。
・自己申告による定時退校日・・・1日
・毎週木曜日のすいすい定時退校実施
・１７：２０からのサイレントタイム実施
・18時の確実な施錠

教
務
部
・
総
務
部

②Jタイムや体育の授業での取り組みを
糸小ギネスを関連付けた取り組みとす
る。
・運動会、縄跳び、持久走大会、サー
キットトレーニング等選んで取り組む。
・個人目標の自己決定の場を保障し、そ
の振返りの充実を図る。
・相互評価の時間を取り、友達の良さか
ら意欲を高めた体力つくりにつなげる。

８５％以上

・体力つくりアンケート
体を動かすことが好きな項目関
連の肯定的評価及び自分の目
標に到達している児童の割合

生
徒
指
導
部

・全校で取り組むことが
継続され、伝統になりつ
つあります。
・学級活動、集団作りの
充実を図られていること
がよく伝わってきました。

・NRTの分析による各学年、学校全
体の実態把握と改善計画の立案を
行う。
・授業において課題設定‐まとめ‐振
り返りを徹底し、１時間ごとの学びを
意識さるなど、書く・話すの振り返り
で学習の定着を進める。
・目指す授業（糸小モデル・深い学
び）の在り方を共有するための外部
講師を招いた校内研修の実施する。
・全国学力・学習状況調査の誤答分
析・実態把握し、授業に取り入れて
いく。
・モジュールでのアシストシート等を
活用した学力補充を行う。
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・改善方策は適切と思いま
す。NRTテストや全国学力
学習状況調査がどんな目
的で実施されているか、子
ども達に期待する学力観が
どんなものか分析されてい
ると思います。変化の激し
い現代社会に生きてはたら
く真の学力が一人ひとりの
児童にしっかりと身につくよ
う願っています。
・適切に学力分析されてい
ると思います。小中連携の
充実を図り、課題解決にむ
けて中学校でも取り組みを
進めていきたい。
・三者懇談をされているとこ
のこと。進路学習、キャリア
教育の充実にむけて連携
していきたいと思います。

・児童同士でグループに分かれて
運動のコツを教え合ったり、クロム
ブックで撮影し合ったりして、相互
評価して意欲を高める取り組みを
行っていく。
・目標を達成するために自分で方
法を考えたり、学級でどのような取
り組みをしていくのか考えさせたり
していく。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。ハ：分からない。

別紙様式１


